




































































たるルイ 14 世の治世において、1661 年という年は転機の年として特別な重
要性を帯びている。
2．ルイ 14 世親政を開始する










































　3月 9 日、マザランはついに息を引き取った。ルイ 14 世はマザラン死去
の知らせを聞いて、人目もはばからず号泣したという。しかし、同時に彼は











































































デミー」Académie royale de danse の設立準備を命じ、3月 30 日にはその設
立を認可する勅許状に署名している。また、大規模な宮廷スペクタクルの開






























































































































































































　ヴォーの祝祭からちょうど 3年後の 1664 年 8 月、ルイ 14 世はヴェルサイ

















































忽者』LʼÉtourdi および『スガナレルあるいはコキュ妄想』Sganarelle ou le 




の 500 リーヴルの報酬を支払っている17）。これを上回るのはただルイ 14 世
のみであった。 

































































市中上演を少し遅らせ、王太子の誕生（11 月 1 日）に合わせて、それを寿
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